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記 憶

い た 面 白 い 写 真 が 出 て く る 。 出 て くる 。　
親 友 の 君 子 さ ん が 中 学 生 時 代 、 憧 れ

の 先 輩 の 男 子 と 二 人 で 写 っ た 写 真 が 出て き た 。 早 速 遠 い 北 海 道 在 住 の 彼 女 に送 っ た 。  『 あ あ 、 私 に も 青 春 が あ っ たの ね ー 』 と い う 手 紙 が 来 た 。 ― 忘 れ ては ダ メ よ 、 あ な た に も ド キ ド キ し た 立派 な 春 が あ っ た の よ 。　
誰 か の 婚 礼 で 我 が 一 族 が 勢 ぞ ろ い し

て い る 変 色 し た 写 真 が あ る 。 皆 、 似 たよ う な 顎 の 張 っ た 四 角 い 顔 を し て いる 。 私 が 直 接 会 っ た 人 は 誰 も い な い 。

　
中 型 の 段 ボ ー ル に 入 れ っ

ぱ な し に し て い た 古 い 写 真を 整 理 し て い た ら 、 忘 れ て

名 前 と 私 と の 続 き 柄 を 親 戚 の 者 に 訊い て み た い が 、 そ れ を 知 っ て い る 者は も う 誰 も い な い 。 写 真 の 人 達 も 未来 の 私 を 知 ら な い 。 誰 の 記 憶 に も ない 一 枚 の 写 真 。　
い つ も の ス ー パ ー に 行 く 道 筋 を 変

え て み た 。 右 に 曲 が る 所 を 左 に 遠 回り し た ら 、 春 に は あ っ た 建 物 が な くな り 草 の 茂 る 空 き 地 に な っ て い た 。何 か 建 築 物 が あ っ た こ と は 覚 え て いる が 、 そ れ が 何 で あ っ た か 忘 れ て いる 。 思 い 出 せ な い 。 も う 一 つ 角 を 曲が る と 、 田 圃 や 畑 で あ っ た 場 所 が きれ い に 整 地 さ れ 、 区 切 ら れ 売 り 出 され て い た 。 こ こ に は 、 季 節 の 花 が いつ も 咲 い て 、 畑 で 採 れ る 作 物 の 無 人販 売 所 も あ っ た 。 人 参 を 買 っ た 。 これ は は っ き り と 覚 え て い る 。

1 9 5 8  年 1  月 、 小 郡 生 ま れ の 6 3  歳 。 小 郡 小 ・
中 、 県 鴻 城 高 卒 業 。 5 6  年 に 父 親 が 創 業 し
た 寿 司 正 の 二 代 目 社 長 。 県 飲 食 業 生 活 衛
生 同 業 組 合 副 理 事 長 兼 専 務 理 事 、 小 郡 料
飲 組 合 長 を 務 め る 。 趣 味 は 釣 り で 、 自 家
用 船 で 九 州 方 面 の 海 へ 出 か け る こ と も 。

7 3 7

　
県 飲 食 業 生 活 衛 生 同 業

組 合 役 員 と し て 長 年 、 飲食 業 界 の 発 展 ・ 向 上 に 努め る と と も に 、 組 合 の 組織 強 化 、 衛 生 思 想 の 普 及啓 発 、 若 手 の 育 成 に 尽 力し た と し て 、

1 0月 に 令 和

３ 年 度 厚 生 労 働 大 臣 表 彰を 受 け た 。  「 個 店 が 生 き残 る た め に 組 合 全 体 が 一致 団 結 し て 努 力 を し て きた 。 私 は そ こ に い た だけ 」 と 謙 虚 に 語 る 。　
県 内 に

1 7支 部 あ る 同 組

合 は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ルス 感 染 症 の 流 行 に と も な

い 「 感 謝 の エ ー ル 弁 当 」を 考 案 。 県 内 の 感 染 症 指定 医 療 機 関 な ど で 働 く スタ ッ フ の た め に 日 々 募 金を 集 め 、 必 要 に 応 じ て 組合 加 盟 店 が 作 っ た １ 個 １千 円 相 当 の 弁 当 を 贈 呈 し続 け て い る 。  「 コ ロ ナ で売 り 上 げ が 落 ち た も のの 、 自 分 た ち が 今 で き るこ と を そ の 時 々 で 考 え なけ れ ば 」 と 話 す 。　
自 身 が 経 営 す る 飲 食 店

を ワ ク チ ン 接 種 会 場 に する な ど 、 あ ら ゆ る 課 題 に柔 軟 に 向 き 合 う 。

上 うえ

田
だ

　
充 み つ る

さ ん

飲 食 業 界 の 生 活 衛 生 功 労 で 厚生 労 働 大 臣 表 彰

花 柳 流 「 む つ み 会 」

　 「 文 化 の 火 を 消 す な ！平 和 で 心 ゆ た か な ふ る さと を ！ 」 を ス ロ ー ガ ンに 、 山 口 市 の 劇 団 員 ら でつ く る 「 明 日 を 紡 ぐ 大 地の 会 」  （ 福 島 光 子 代 表 ）が 、

2 8日  （ 日 ）  に 「 市 民 み

ん な の 文 化 祭 」 を 開 く 。異 な る ジ ャ ン ル の 文 化 ・芸 術 活 動 に 取 り 組 む 団体 ・ 個 人 が 一 同 に 会 し て発 表 す る 催 し で 、

会 場 は

ニ ュ ー メ デ ィ ア プ ラ ザ 山口 （ 山 口 市 熊 野 町 １ ）  。時 間 は 午 後 １ 時 半 か ら 。　
同 会 は 毎 年 、 春 と 秋 の

演 。　
チ ケ ッ ト は 、 大 人 １ 千

円 で 高 校 生 以 下 は 無 料 。山 口 市 民 会 館 、 Ｃ ・ Ｓ 赤れ ん が 、 山 口 井 筒 屋 、 ＹＣ Ａ Ｍ で 購 入 で き る 。 問い 合 わ せ は 福 島 さ ん （ ☎０ ８ ３

－

９ ２ １

－

２ ４ ７

６ ） へ 。

年 に ２ 回 合 同 発 表 会 を 開催 し て い る が 、 今 年 ５ 月の 春 公 演 は 、 新 型 コ ロ ナウ イ ル ス 感 染 防 止 の ため 、 県 と 市 の 要 請 に 応 じて や む な く 開 催 の ３ 日 前に 中 止 を 決 め た 。 今 回 は約 １ 年 ぶ り の 公 演 で 、 出演 者 ら は 表 現 で き る 喜 びを か み し め な が ら 舞 台 に立 つ 。　
発 表 者 ・ 内 容 は 、 ① ハ

ー モ ル カ ＝ ハ ー モ ニ カ 演奏 ② フ レ ン ズ ＆ ゆ ず っ こ＝ マ ン ド リ ン 、 大 正 琴 、ギ タ ー の コ ラ ボ レ ー シ ョン 演 奏 ③ 鴻 峯 吟 詠 し の ぶ会 ＝ 詩 吟 ④ 平 尾 節 幸 さ ん＝ ケ ー ナ 演 奏 ⑤ Ｏ ｔ ｏ ｔｕ ｍ ｕ ｇ ｉ ＝ サ ク ソ フ ォン ・ ア ン サ ン ブ ル ⑥ 花 柳流 む つ み 会 ＝ 日 本 舞 踊 ⑦明 日 を 紡 ぐ 大 地 の 会 ＝ 構成 詩 劇 「 春 さ き の 風 ― 詩人 ・ 中 野 重 治 の 世 界 」 上

コ  ロ  ナ に 負 け じ と ７ 団 体 が 競 演

「 市 民 み ん な の 文 化 祭 」２ ８ 日
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佐 波 川 に 架 か る 舟 橋 を 思 い 浮 か べ る と 「 箱

根 八 里 は 馬 で も 越 す が 、 越 す に 越 さ れ ぬ 大 井川 」 と い う 言 葉 を 思 い 出 し て し ま う 。 洪 水 とも な れ ば 足 止 め を 喰 ら っ て 難 儀 す る 川 越 え 。萩 往 還 を 歩 く 際 に 渡 る 唯 一 の 一 級 河 川 ・ 佐 波川 は こ の よ う に 舟 を 並 べ 、 そ の 上 に 板 を 張 って 渡 っ て い た 。 何 度 も 洪 水 で 流 さ れ た た め この よ う な 方 式 が 採 ら れ た の だ が 、 洪 水 と な る前 に 舟 は 陸 揚 げ さ れ た か ら 、 当 然 大 井 川 同 様に 通 行 止 め と な っ た 。 萩 藩 で は 他 に 見 ら れ ない 橋 で 、 他 藩 に も な か っ た の で は な い か 。　
舟 橋 が 掛 け ら れ た の は 寛 保 八 年 （ １ ７

 

４ ２ ） で 、 昭 和 十 六 年 ま で の 二 百 年 間 も 使 用さ れ た 。 イ ラ ス ト の 風 景 も 当 然 江 戸 期 の も ので は な く 、 明 治 大 正 期 の も の と 思 わ れ る 。

3 2 佐 波 川 舟 橋

文  ・  イ ラ  ス  ト ＝        　

 古 谷 眞 之 助
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つ く る 人 （ 生 産 者 ） と 利 用 す る 人 （ 組 合

員 ・ 消 費 者 ） を 結 ぶ 「 産 地 直 結 」  。 コ ー プ やま ぐ ち で は 「 産 直 三 原 則 」 を も と に 産 直 活 動を 展 開 し て い ま す 。

コ  ー プ や ま ぐ ち の 産 直 三 原 則コ ー プ の 産 直 商 品 を  一  部 ご 紹 介

産 直 商 品 な ど を 使  っ  た 、  コ ー プ の  “ エ シ カ ル ”  な 鍋 を ご 紹 介

産 直 ぶ な し め じ 薫 樹

産 直 ふ か わ 鶏産 直 開 拓 牛  （ 主 に 店 舗 取 り 扱 い ）産 直 桃 色 た ま ご

　
自 然 の 山 に で き る だ け 近 づ け た 環 境

で 育 て る た め に 、 ３ 年 以 上 寝 か せ た オガ コ を 培 地 と し て 使 用 し て い ま す 。 大き さ 、 ハ リ 、 豊 か な 薫 り が 特 徴 の ぶ なし め じ で 、 山 口 県 内 で は コ ー プ や ま ぐち で し か 取 り 扱 っ て い ま せ ん 。

　
商 品 を 作 っ て い る 深 川 養 鶏 農 業 協 同 組 合 は 、 種 鶏 の 飼 育 か ら 生 産 、 処

理 ・ 加 工 、 流 通 に 至 る ま で 一 貫 し て 管 理 。 飼 料 に は ５ 種 類 の ハ ー ブ （ タイ ム 、 セ ー ジ 、 ロ ー ズ マ リ ー 、 ロ ー レ ル 、 オ レ ガ ノ ） を 配 合 し て 、 鶏 肉特 有 の 臭 み を 少 な く し 、 豊 か な 肉 の 旨 み を 引 き 出 し て い ま す 。　
牛 肉 の 美 味 し さ を 追 求 す る 独 自 シ ス テ ム で 育 て ら れ た 国 産 牛 肉 ブ ラ ン

ド で す 。 厳 選 さ れ た 飼 料 と 衛 生 的 な 環 境 の も と 、 健 康 的 か つ 安 全 性 を 重視 し 生 産 さ れ て い ま す 。 適 度 な サ シ の 入 っ た 、 柔 ら か く て 甘 味 の あ る お肉 で す 。

① 産 地 ・ 生 産 者 が 明 確 で あ る こ と② 肥 育 ・ 肥 培 方 法 ・ 管 理 が 明 確 で あ るこ と③ 生 産 者 と の 交 流 が 行 わ れ て い る こ と

コ ー プ や ま ぐ ち の 産 直 商 品 でつ く る 人  ・  食 べ る 人 を つ な ぎ ま す

　
コ ー プ や ま ぐ ち の 活 動 を 広 く 県 民 に

知 ら せ る 情 報 誌 と し て 発 行 し て い る
「 く ら し や ま ぐ ち 」  。

1 1月

2 6日  （ 金 ）  の 新

聞 折 り 込 み に て 冬 号 を お 届 け し ま す 。今 回 ご 紹 介 し た 産 直 商 品 を 使 っ た 「 エシ カ ル 鍋 」 を 掲 載 し て い ま す 。 お 楽 しみ に ！ 　
風 味 の 良 い 「 赤 玉 」 と 、  「 白 玉 」 の 生 産 性 を 兼 ね 揃 え た 「 桃 色 」 の た

ま ご で す 。  「 元 気 な た ま ご は 元 気 な 親 鶏 か ら 産 ま れ る 」 と い う 考 え から 、 健 康 な 鶏 の 育 成 に こ だ わ っ て い ま す 。

 １ 行 記 事　 「 第 ２ ７ 回 県 障 害 者 芸 術 文 化 祭 」 が 、 き ょ う ２ ４ 日 か ら １ ２ 月 ２ 日 （ 木 ） ま で 県 政 資 料 館 （ 山 口 市 滝 町 １ ） で 開 催 。 絵 画 、 書 、 文 芸 な ど 、 約 ２ ６ ０ 点 が 展 示 。

庭 優 先

　
０ ７ ０ ２ ３ ６ ７

９ ０ ５ ６  （ Ｋ ）
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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

パ ー ト 募 集

ご 応 募 は 、 ま ず お 電 話 で  承  り ま  す 。

パ ー ト 募 集募 集

ご 応 募 は 、 ま ず

◆ 内 容 菓 子 包 装 工 （ 菓 子 の 包 装 、

箱 詰 め 作 業 、 蒸 し た 外 郎 を カ ッ ト し

包 装 と 真 空 、 蒸 篭 蒸 し 、 運 搬 作 業 も

あ る 立 ち 仕 事 で す ）

◆ 時 間 ７ ： 4 5 ～ 1 4 ：1 5  、９ ：0 0 ～ 1 5 ：3 0

◆ 時 給 8 8 0 円 ～ 8 9 0 円

◆ 休 日 週  休 2 日 制 （ 毎 週 日 曜 日 と 隔 週 水 曜 日 が 休 日 と な り ま す ）

◆ 待 遇 福 利 厚 生 、 社 会 保 険 （ 要 相 談 ）

【 本  社 ・ 工  場  】
山 口 市 惣 太 夫 町 9 -2 6 （ J R 山 口 駅 裏 ）

【 本  社 ・ 工  場  】本  社 ・ 工  場  】
山 口 市 惣 太 夫 町 9山 口 市 惣 太 夫 町 9 -2 6 （ J R 山 口 駅 裏 ）
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マ  イ カ  ー  通  勤 Ｏ Ｋ ！ 未 経 験 者 Ｏ Ｋ ！

G W ・ お 盆 ・ 年 末 年 始 出 勤 で き る 方
そ の 他 詳 細 は 面 談 の 上

福 利 厚 生 、 社 会 保 険 （ 要 相 談 ）

マ  イ カ  ー  通  勤 Ｏ Ｋ ！ 未 経 験 者 Ｏ Ｋ ！

G W ・ お 盆 ・ 年 末 年 始 出 勤 で き る 方
そ の 他 詳 細 は 面 談 の 上そ の 他 詳 細 は 面 談 の 上そ の 他 詳 細 は 面 談 の 上そ の 他 詳 細 は 面 談 の 上そ の 他 詳 細 は 面 談 の 上そ の 他 詳 細 は 面 談 の 上そ の 他 詳 細 は 面 談 の 上そ の 他 詳 細 は 面 談 の 上そ の 他 詳 細 は 面 談 の 上そ の 他 詳 細 は 面 談 の 上そ の 他 詳 細 は 面 談 の 上そ の 他 詳 細 は 面 談 の 上そ の 他 詳 細 は 面 談 の 上

長 期 働 け る 方
歓 迎 ！

長 期 働 け る 方
歓 迎 ！

次 回 は 1 2 月 １ 日 掲 載

出

 会

 い

里 親 募 集

　 　 「 復 讐 者 た ち 」 　  © 2 0 2 0 G et a w a y 
Pi ct ur e s G m b H & J o o y a a Fil m G m b H, U C M U nit e d 
C h a n n el s M o vi e s, P hi p h e n Pi ct ur e s, ci n e pl u s, 
B a y eri s c h er R u n df u n k, S k y, A R T E

窯 の 中 で じ っ く り と 焼 い た 熱 々
の 焼 き 芋

 １ 行 記 事　 二 度 と 過 去 の 惨 禍 が 繰 り 返 さ れ る こ と の な い よ う 、 平 和 へ の 思 い を 毎 年 新 た に す る た め に 「 山 口 市 戦 没 者 追 悼 式 」 が 、 き ょ う ２ ４ 日 に 山 口 市 民 会 館 で 開 か れ る 。

戦 争 の 史 実 に 基 づ  く ２ 作 品「 復 讐 者 た ち 」  「 ち む ぐ り さ 」  上 映

　

2 7日  （ 土 ）  に 県 教 育 会 館

（ 山 口 市 大 手 町 ２ ） で 映
画 上 映 会 が 開 か れ 、 戦 時中 の 実 話 を 基 に し た 作 品が ２ 本 上 映 さ れ る 。　

一 つ 目 は 、 ホ ロ コ ー ス
ト （ ユ ダ ヤ 人 大 虐 殺 ） に対 す る 復 讐 と し て 、 ユ ダヤ 人 が ナ チ ス の 残 党 を 殺害 し て い た 実 録 サ ス ペ ンス 「 復 讐 者 た ち 」  （ ２ ０２ １ 年 、 ド イ ツ 、 イ ス ラエ ル ） で 、 上 映 時 間 は 午前

1 0時 半 、 午 後 １ 時 半 、

７ 時 か ら の ３ 回 。 監 督 ・

脚 本 は イ ス ラ エ ル 出 身 のド ロ ン ・ パ ズ と ヨ ア ヴ ・パ ズ 兄 弟 で 、  「 あ な た の家 族 が 殺 さ れ た な ら 、 どう す る か ？ 」 と い う 問 いか け で 始 ま る 本 作 品 は 、悲 惨 な 歴 史 を 風 化 さ せ ない だ け で な く 、 人 間 の 本質 に も 迫 る 。　
二 つ 目 は 沖 縄 テ レ ビ 放

送 の キ ャ ス タ ー で も あ る平 良 い ず み 監 督 に よ る ドキ ュ メ ン タ リ ー 「 ち む ぐり さ

 

菜 の 花 の 沖 縄 日 記 」

（

2 0年 、 日 本 ） で 、 午 後

４ 時 か ら 。 沖 縄 の 方 言 には 「 悲 し い 」 と い う 言 葉は な く 、 そ れ に 近 い 意 味を 持 つ 言 葉 が 「 肝

ち む

ぐ り

さ 」 だ 。 沖 縄 の フ リ ー スク ー ル に 通 う

1 5歳 の 坂 本

菜 の 花 さ ん が 人 々 と 心 通わ せ 、 戦 争 体 験 、 米 軍 基地 の 問 題 な ど さ ま ざ ま な

︻ う さ ぎ  ︵ 茶 ︶  の 里 親 募 集中 ︼

う さ ぎ 茶 色 メ ス 雑 種

３ 歳 （ レ ッ キ ス 系 ） 体 重１ ・ ５ キ ロ

　
無 料 で 譲

渡 、 避 妊 手 術 は 当 方 負 担で 行 い ま す 。 他 の 動 物（ ペ ッ ト ） が い な い ご 家

庭 優 先

　
０ ７ ０ ２ ３ ６ ７

９ ０ ５ ６  （ Ｋ ）︻ お 子 様 の 結 婚 相 談 承 りま す ︼

「 う ち の 子 結 婚 し

な い の か し ら ？ 」  「 孫 の顔 が 見 た い 」 独 身 の お 子様 を 結 婚 に 導 く た め の 親御 様 向 け 無 料 個 別 相 談 会開 催 中 （ 出 張 相 談 可 ）  。資 料 請 求 ・ お 問 合 せ は お気 軽 に ■ 結 婚 相 談 所 ム スベ ル 山 口 店

☎
０ ８ ３ ・ ９

７ ６ ・ ６ １ １ ６山 口 井 筒 屋
［ ５ 階 ］ 今 週 の 催 し 案 内

︻ 催 場 ︼ ~

2 9日  ︵ 月 ︶  :

萩

焼 精 鋭 作 家 ８ 人 展 ▽

~

1 2

月

2 5日  ︵ 土 ︶  :

お 歳 暮 ギ フ

ト セ ン タ ー 【

美 術 ギ ャ ラ

リ ー ︼ ~

3 0日  ︵ 火 ︶  :

書 家

村 上 真 実 作 品 展 、 う る しと 暮 ら す

 う つ わ 展

大 内 ふ れ あ い 市 秋 の 感 謝 セ ー ル
「 お い ら の 野 菜 市 」 も 同 時 開 催

　
山 口 市 大

内 地 域 の 生産 者 ら が 、と れ た て の野 菜 を 販 売し て い る
「 大 内 ふ れ

あ い 市 」
（ 山 口 市 大

内 矢 田 北 、☎
０ ８ ３

－

９ ２ ７

－
４

2 7日

2 7 日
９ ４ ８ ） で 、

2 7日 午 前 ８

時 か ら 午 後 ０ 時 半 ま で
「 秋 の 感 謝 セ ー ル （ 野 菜

市 ）  」 が 開 か れ る 。 旬 を迎 え た 白 菜 、 水 菜 、 キ ャベ ツ 、 サ ト イ モ 、 カ ブ 、大 根 、 ユ ズ 、 シ イ タ ケ
（ 原 木 ） な ど の 野 菜 が ず

ら り と 並 ぶ 。 ま た 、 新米 、 つ き た て の 餅 、 昔 なが ら の 製 法 で 作 っ た 漬物 、 徳 佐 り ん ご 、 金 魚 ・メ ダ カ の 袋 売 り 、 今 購 入し て 正 月 飾 り に 使 う こ とが で き る 葉 ボ タ ン の 寄 せ植 え 、 季 節 の 花 や 苗 も 販売 さ れ る 。　
さ ら に 、 そ の 日 の 朝 に

炊 い た 赤 飯 （ １ パ ッ ク １０ ０ 円 、 限 定

5 0個 ）  、 会

場 で 火 を お こ し て 窯 で 焼い た 焼 き 芋 も 買 う こ と がで き 、  「 大 島 ミ カ ン の 袋詰 め 」  、 サ ト イ モ を 使 った 旬 の 料 理 実 演 等 も あ る 。　
当 日 は 、 ふ れ あ い 市 斜

め 向 か い の Ｊ Ａ 山 口 県 大内 支 所 駐 車 場 で 、 Ｊ Ａ 山

見 聞 を 重 ね て い く 姿を カ メ ラ が 追 う 。　
前 売 り 券 は 一 般 １

５ ０ ０ 円 。 同 館 、 山

口 市 民 会 館 、 Ｙ Ｃ Ａ Ｍ など で 購 入 で き る 。 当 日 券は 、 一 般 １ ８ ０ ０ 円 、

1 9

歳 か ら

2 5歳 ま で １ 千 円 、

1 8歳 以 下 ８ ０ ０ 円 。 予
約 ・ 問 い 合 わ せ は 、 主 催の 西 京 シ ネ ク ラ ブ （

☎
０

８ ３

－

９ ２ ８

－

２ ６ ８

８ ） へ 。口 県 青 壮 年 部 に よ る 「 おい ら の 野 菜 市 」 も 同 時 開催 。 市 内 で 栽 培 さ れ た 新鮮 な 野 菜 の ほ か 、 県 漁 協大 海 支 店 直 売 所 の 魚 介 類や 、 人 気 の 海 鮮 丼 も 買 うこ と が で き る 。　
大 内 ふ れ あ い 市 出 荷 組

合 （ 中 川 惠 美 子 組 合 長 ）は 、 月 曜 を 除 く 毎 日 、 午前 ８ 時 か ら 午 後 ０ 時 半 まで 朝 市 を 実 施 し て い る 。



2 0 2 1 年 （ 令 和  3 年 ） １ １ 月 ２ ４ 日 ㈬ 　 ４サ ン デ ー 山 口

Y A M A G U C HI I Z U T S U Y A PI C K U P

〈 資 生 堂 〉

ウ イ ン タ ー モ ー ド コ ー ト コ レ ク シ ョ ン ◎ 全 館 N E W O P E N

夜 の 肌 メ カ ニ ズ
ム に 着 目 し た ハ
イ パ フ ォ ー マ ン
ス ク リ ー  ム  で  す  。
豊 か な う る お い
と  は  り ・  弾  力  を  も
た ら し ま  す  。

■ 1 階 資 生 堂

靴 の 専 門 店 「 ボ ン フ カ ヤ 」 期 間 限 定 販 売

旅 を 意 識 し た 日 常 生 活
を ベ ー ス に し て お り 、
一 度 履 い た ら 手 放 せ な
く な る 履 き 心 地 で す 。

■ 1 1 月 2 4 日 （ 水 ） ～ 3 0 日 （ 火 ）
※ 最 終 日 午 後 4 時 閉 場
■ 1 階 エ ス カ レ ー タ ー 横
　 特 設 会 場

■ 1 階 化 粧 品 コ ー ナ ー

〈 ヴ ェ レ ダ 〉2 0 2 1 年 ク リ ス マ ス コ フ レ

ヴ ェ レ ダ  を  象  徴
す る 製 品 が 盛 り
込 ま れ た ギ フ ト
コ レ ク シ ョ ン 。 ク
リ ス マ ス 限 定 の
お す す め ギ フ ト
で す 。

■ 1 階 エ ク ラ ナ チ ュ レ

〈 エ コ ッ ク ス 〉 期 間 限 定 販 売 会

デ ニ ム の よ う で デ ニ ム
で は な い 、 抜 群 の は き
心 地 の ス ト レ ッ チ パ ン
ツ で す 。 綿 ニ ッ ト 素 材
で 、1 年 中 快 適 に は い
て い た だ け ま す 。

■ 1 1 月 2 4 日 （ 水 ） ～ 3 0 日 （ 火 ）
※ 最 終 日 は 午 後 4 時 閉 場
■ 1 階 駐 車 場 側 特 設 会 場

ク レ ・ ド ・ ポ ー ボ ー テ 
ラ ・ ク レ ー ム （ 医 薬 部 外 品 ）

〈 ク リ ー ム 〉3 0 g … 6 6, 0 0 0 円
【 数 量 限 定 品 】

ニ ッ ト デ ニ ム ス ト レ ー ト パ ン ツ
綿 9 5 % ポ リ ウ レ タ ン 5 %

（ イ ン デ ィ ゴ ） … … … 1 6, 3 9 0 円
（ ブ ラ ッ ク ・ レ ッ ド ） … 1 5, 2 9 0 円

b u s s ol a … … 1 6, 2 8 0 円

お 濃 茶 ラ ン グ ド シ ャ 「 茶 の 菓 」 。 京 ス イ ー ツ
の 定 番 で す 。

マ ー ル ブ ラ ン シ ュ 期 間 限 定 販 売 会
◎ １ １ 月 ２ ４ 日 （ 水 ） ～ ３ ０ 日 （ 火 ）
◎ １ 階 特 設 会 場

お 濃 茶 ラ ン グ ド シ ャ 「 茶 の 菓 」 　 8 枚 入 … 1, 1 1 2 円

ウ ィ ズ カ ー ド 分 割 1 2 回 の お 支 払 い で

月 々 1 1, 6 4 0 円
今 が

チ ャ ン ス

金 利 手 数 料 6, 9 0 2 円 が 0 円 !!

※ 初 回 の み
　 1 1, 6 6 0 円

ウ ィ ズ カ ー ド 分 割 1 2 回 の お 支 払 い で

月 々 4, 4 7 0 円
今 が

チ ャ ン ス

金 利 手 数 料 2, 6 5 2 円 が 0 円 !!

※ 初 回 の み
　 4, 5 1 0 円

ウ ィ ズ カ ー ド 分 割 1 2 回 の お 支 払 い で

月 々 6, 6 0 0 円
今 が

チ ャ ン ス

金 利 手 数 料 3, 9 1 3 円 が 0 円 !!

ウ ィ ズ カ ー ド 分 割 1 2 回 の お 支 払 い で

月 々 2, 2 9 0 円
今 が

チ ャ ン ス

金 利 手 数 料 1, 3 5 8 円 が 0 円 !!

※ 初 回 の み
　 2, 3 1 0 円

ウ ィ ズ カ ー ド 分 割 1 2 回 の お 支 払 い で

月 々 3, 7 4 0 円

今 が
チ ャ ン ス

金 利 手 数 料

2, 1 3 3 円 が 0 円 !!

コ ト サ イ ト O P E N1 1/ 2 5 ㈭

1 1/ 2 7 ㈯

山 口 井 筒 屋 2 階 に 、 新 し い 施 設 が オ ー プ ン い た し
ま す 。
人 口 芝 の 芝 生 広 場 や 遊 具 、 県 内 各 地 の ア ウ ト ド ア
情 報 や ア イ テ ム な ど 、 お 子 様 や ご 家 族 連 れ に 楽 し
ん で い た だ け る 空 間 で す 。
山 口 県 産 品 の 販 売 コ ー ナ ー も ご ざ い ま す 。

g r â c e A V E D A O P E N

gr â c e  A V E D A （ グ ラ ー ス  ア ヴ ェ ダ ） は 全 て
の ア ヴ ェ ダ 製 品 を 取 り 揃 え た ヘ ア サ ロ ン ＆
シ ョ ッ プ 。 ア ヴ ェ ダ 製 品 を 使 用 し 、 お 客 様 の
心 身 の バ ラ ン ス を 整 え 、 よ り 上 質 な 美 し さ
を お 客 様 に ご 提 供 い た し ま す 。

■ 1 階 洋 菓 子 コ ー ナ ー 、
   地 階 食 品 ギ フ ト コ ー ナ ー 

■ 地 階 食 品 ギ フ ト コ ー ナ ー ご  予  約  承 り 中 1 2 月 1 4 日 ㈫ ま で

第 1 0 回

萩 焼 精 鋭 作 家 8 人 展

3 階
〈 ウ ン デ ィ ッ チ ・ ノ ー ベ 〉

ウ ン デ ィ ッ チ ・ ノ ー ベ 冬

の  コ レ ク シ ョ ン よ り 、 包  ま

れ る 感 覚 の 分 量 た っ ぷ り

な ポ ン チ ョ を ご 提 案 致 し

ま す 。 リ バ ー シ ブ ル 仕 立

な の に 軽 や か な 点 が ポ

イ ン ト 。 オ リ ジ ナ ル カ ラ

― の グ レ ー ジ ュ & ピ ス タ

チ オ と ブ ラ ッ ク &  モ カ  の 2

色 を ご 用 意 。 中 に キ ル

テ ィ ン グ ベ ス ト を 合 わ せ

て 、 モ ー ド 感 を プ ラ ス 。

■ コ ー ト ・・・・・・
■ ベ ス ト ・・・・・・

8 6, 9 0 0 円
5 2, 8 0 0 円

合 計 1 3 9, 7 0 0 円

2 階
〈 イ ッ ツ イ ン タ ー
    ナ  シ ョ ナ  ル  〉
リ ラ ッ ク ス し た  オ ー  バ  ー シ

ル エ ッ ト の ダ ッ フ ル コ ー

ト 。 ス ッ キ リ と ま と ま っ た フ

ロ ン ト は 、 ト グ ル ボ タ ン ２

つ で 女 性 ら し い 印 象 を 与

え て く れ ま す 。 白 の ス ト

レ ー ト デ ニ ム パ ン ツ を 合

わ せ て 、 大 人 っ ぽ く 洗 練 さ

れ た 着 こ な し を 演 出 し ま

す 。

■ タ ー ト ル ネ ッ ク ・・・・・
■  ス ト レ  ー ト  パ  ン  ツ

9, 7 9 0 円
■ ダ ッ フ ル コ ー ト ・・・ 2 9, 9 2 0 円

1 3, 9 7 0 円

合 計 5 3, 6 8 0 円

3 階
〈 サ ン ・ フ ェ ル メ ー ル 〉

冬 の 日 々 の コ ー デ ィ ネ ー

ト に 着 回 し 力 高 い ３ w a y

コ ー ト 。 軽 快 で 、 さ り げ な

く ト レ ン ド を  取 り 入  れ  た

冬 の お し ゃ れ を 一 気 に 格

上 げ し て く れ る コ ー ト を

中 心 に 、 ス タ イ リ ン グ を 提

案 い た し ま す 。

■ 3 w a y コ ー ト
　 ・・・・・・・・・・・・・ 2 7, 5 0 0 円

4 階
〈 マ ッ キ ン ト ッ シ ュ ・
    フ ィ ロ  ソ フ ィ ー  〉
表 側 生 地 と 裏 側 生 地 の 間

に 機 能 フ ィ ル ム を 挟 み 込

ん だ 三 層 ボ ン デ ィ ン グ

フ ァ ブ リ ッ ク 。

は っ 水 性 と 透 湿 防 水 ・ 防

風 性 を 備 え た 、 取 り 外 し

可 能 な ラ イ ナ ー 付 き 定 番

コ ー ト で す 。

■  ボ  ン  デ  ィ ン  グ  コ  ー ト
　 ・・・・・・・・・・・・・・ 7 9, 2 0 0 円

4 階 〈 ミ キ  ハ  ウ  ス  〉
ミ キ ハ ウ ス 5 0 周 年 の 節 目 に 、 大 人 気 の ダ ッ フ ル コ ー ト が リ ニ ュ ー ア

ル 。 裏 地 は ミ キ ハ ウ ス チ ェ ッ ク 。 フ リ ー ス 素 材 の し っ か り と し た 生 地

で 、 肌 触 り も 柔 ら か で す 。

■ セ ー タ ー （ 8 0 ～ 1 0 0 ㎝ ）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
■ パ ン ツ （ 8 0 ～ 1 0 0 ㎝ ）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

1 5, 4 0 0 円
■ ダ ッ フ ル コ ー ト （ ネ イ ビ ー 、 8 0 ～ 1 0 0 ㎝ ）・・・・・・・・ 2 4, 2 0 0 円

5, 2 8 0 円

合 計 4 4, 8 8 0 円

ウ ィ ズ カ ー ド 分 割 1 2 回 の お 支 払 い で

月 々 4, 1 7 0 円

今 が
チ ャ ン ス

金 利 手 数 料

2, 4 7 2 円 が 0 円 !!※ 初 回 の み
　 4, 1 8 0 円

■ セ ー タ ー （ 8 0 ～ 1 0 0 ㎝ ）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
■ ス カ ー ト （ S S ： 8 0 ～ 9 0 ㎝ ）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

1 5, 4 0 0 円
■ ダ ッ フ ル コ ー ト （ レ ッ ド 、 8 0 ～ 1 0 0 ㎝ ）・・・・・・・・・・・・

＜  右 ・ 男  児  ＞

＜  左 ・ 女  児  ＞ 2 4, 2 0 0 円

1 0, 4 5 0 円

合 計 5 0, 0 5 0 円

山 口 井 筒 屋 5 階 催 場
精 鋭 作 家
萩 焼

第 1 0 回

8 人 展 日  本  の  ク リ ス  マ  ス  は
山 口 か ら 。

新 た な 可 能 性 に 挑 む

精 鋭 作 家 の 力 作 が こ こ に 集 結 ！

1 1 / 2 4 ‐ 2 9水 月

1 1/ 2 7 （ 土 ） ～ 1 1/ 3 0 （ 火 ）4 日 間 限 定
ア ヴ ェ ダ 製 品 全 品 1 0 % O F F 。

山 口 県 初 出 店

● 本 広 告 の 表 示 価 格 は 、 新 税 率 適 用 後 の 消 費 税 に 基 づ き 掲 載 し て お り ま す 。 　 ● 商 品 の カ ラ ー は 、 撮 影 ・ 印 刷 の 関 係 で 実 際 の 色 と 異 な っ て 見 え る 場 合 が ご ざ い ま す 。 　 ● 掲 載 商 品 （ 素 材 ・ 色 ・ サ イ ズ な ど ） は 、 数 に 限 り が あ る 場 合 が ご ざ い ま す 。 品 切 れ の 際 は ご 容 赦 く だ さ い 。  ● 2 0 歳 以 上 の 年 齢 で あ る こ と が 確 認 で き な い 場 合 に は 酒 類 の 販 売 は い た し ま せ ん 。

h t t p s: / / w w w.i z u t s u y a. c o.j p

［ 営 業 時 間 ］1 0 ：0 0 ～ 1 8 ：3 0 

2 0 2 1 年 1 1 月 2 4 日 ㊌ 号

期 間 中 、 ウ ィ ズ ・ ウ ィ ズ ゴ ー ル ド カ ー ド の
3 回 ～ 1 2 回 ま で の 分 割 手 数 料 が
無 料 で ご 利 用 い た だ け ま す 。

金 利 　 　 キ ャ ン ペ  ー ン0
ゼ ロ

山 口 井 筒 屋 の ク リ ス マ ス ケ ー キ 2 0 2 2 年 井 筒 屋 の お せ ち

１ １ / 3 0
ま で

サ ン デ  ー 山 口  （ 山 口 版 ）  は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。
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